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２．１  ヒトゲノム技術分野特許のサンプリング 
著者らは特許公報ＣＤ－ＲＯＭを基に独自に日本特許のデータベースを構築した
〔３〕 。そのデータ
ベースに収録されている特許の中から，1995 年から 1999 年の 5 年間に公開された特許約 65 万件を- 3 - 
母集団とし，国際特許分類（ＩＰＣ）とキーワードを組み合わせたフィルタープログラムでヒトゲノ
ム技術分野に属する特許を選別した（表１参照） 。選別された特許は 7,555 件であった。 
続いて， 選別されたヒトゲノム技術分野特許からランダムサンプリングによって特許標本を 300 件
抽出した。 















































重心点を求めた。発明者の人数に応じこの計算を続け，発明者多角形の重心を求めた。 - 6 - 
２．２．３  各発明者から発明者重心までの距離の算出 
重心が決まれば，距離を計算するのは機械的に求めることができる。これは球面三角関数を用いる
もので，次の式に従う。 
( ) 緯度２ 緯度１ 経度２ 経度１ 緯度２ 緯度１ sin sin cos cos cos cos ⋅ + − ⋅ ⋅ = θ  
このθは，球上の２点間（緯度１，経度１） （緯度２，経度２）の角度を表す。また，地球を緯度
線で切り取った図形は，赤道点を結び線分が長軸となるような楕円であり，データとして得られる緯
度は地理緯度 g φ である。その扁平率 f から地心緯度φ に補正する方法は， 
g g f φ φ φ 2 sin − =  
でおこなっている。最後に 
θ r L =  
として地表における距離 L としている。ここで，r は地球の平均半径で６３６９km を使用した。 
２．３  形式知の伝達距離の計測 
２．３．１  特許に引用されている論文の抽出 
ヒトゲノム技術分野の 300 件の特許サンプルそれぞれから， その本文中に引用されている論文およ
び学会発表（以下「論文等」という）を探し出してリストにまとめ，その写しを可能な限り収集した
〔４〕 。 具体的には， 東京大学で購読している科学文献データベース ScienceDirect や東京大学図書館の- 7 - 
蔵書をもとに収集した。入手した論文数は 3,442 本である。 












２．４  暗黙知伝達距離と形式知伝達距離との比較 
最後に上記で求めた暗黙知の伝達距離と形式知の伝達距離の比較を行った。発明という作業にフェ
イス・トゥ・フェイスのコミュニケーションによる対話による暗黙知の交換が必要であるとすると，- 8 - 
計測された発明者間の距離は論文という形式知の伝達距離より短くなるはずである。 
３．結果 





となる。すなわち，最小値は 0km，最大値は約 17,400km，中央値は 13.6km であった。 
発明者が複数の国にまたがっていたのは， 論文等を１本以上引用していた 240 件のバイオ分野特許
のうち 15 件，全体の 6.25%に過ぎなかった。逆に，これだけグローバル化が進展しているにもかか
わらず 1995 年から 1999 年までに成立したバイオ特許サンプルの 94%は一つの国の国内で発明が行
われたことになる。 
発明者多角形の重心から各発明者への平均距離が 500km 以上離れていた特許は 240 件中，8.3%に
当たる 20 件であった。そのうち 5 件が日米間で行われた発明であり，4 件が欧米間で行われ，2 件が
日欧間で行われた。他の発明のうち 4 件は英国－オーストラリア，カナダ－オーストラリア，日本－
オーストラリア，イタリア－ドイツなど発明者が複数国にまたがっていた。その他の 5 件は１国内で
発明が行われており，そのうち 4 件は米国内の異なった都市に，1 件は日本国内の異なった都市に発
明者がまたがっていた。 - 9 - 
論文等を１本以上引用していた 240 件のバイオ分野特許のうち， 42.5%にあたる 102 件の特許の筆
頭発明者の住所は日本国内であった。 次いで， 34.2%にあたる 82 件の筆頭発明者がアメリカに住所が
あった。以下，18.3%にあたる 44 件が欧州，1.7%にあたる 4 件がオーストラリア，同じく 1.7%にあ
たる 4 件が韓国，0.8%にあたる 2 件がカナダ，同じく 0.8%にあたる 2 件がイスラエルに住所がある
発明者であった。 このことからは， 本研究対象とした発明は， 日本特許データを用いてはいるものの，
グローバルなイノベーションを対象としたものであることを示す。 
３．２  形式知の伝達距離の計測 
特許に引用されている論文著者の所属機関の住所を基に，論文の基となった研究が行われた場所を
求めた。その結果，発明重心から論文研究機関までの距離の最小値は 0km，最大値は 18,577.9km，
中央値は 4,323.5km，最小値は 0km であった。地球半周が約 20,000km であるから，最も長い論文
引用距離の研究機関と発明重心との距離はほぼ地球の反対側に位置していることがわかる。 
３．３  暗黙知伝達距離と形式知伝達距離との比較 




式知の伝達距離の中央値が約 4,300km であるのに対し，暗黙知の伝達距離の中央値はわずか 14km


















には，関連するアクター間の距離が近区，頭脳が集積していることが重要であると考えられる。 - 11 - 
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図 6   アメリカ大陸に住所がある発明者の特許と当該特許に引用されている論文研究機関 
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表１  ヒトゲノム技術分野特許抽出に用いたフィルタープログラム 
  フィルタ  フィルタ適
合特許件数













表２  暗黙知と形式知の伝達距離の比較（単位：km） 
  暗黙知  形式知 
最小値  0.0 0.0 
中央値  13.6 4,323.5 
最大値  17,427.2 18,577.9 
 